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2002年HAJ登山隊隊員募集

八千メートル峰シシャパンマに新ルートを求めて
ヒマラヤの八千メートル峰に新ルートを開拓す

る余地はないか。このテーマ（夢）を追い求めて

過去岳人達は様々な努力をしてきた。

1990年代に入り日本隊では、90年チョゴリ北西

壁下部（横浜)、95年マカルー東稜下部(JAC)、

97年K2西壁上部(JAC東海）など部分的な開

拓が行われ、94年山野井泰史が単独でチョー・オ

ユー南西壁に新ルートを開拓した。

現在シシャパンマ峰は、主峰の標高を8,027m

とした場合、中央峰の標高が8,008mとなる。こ

のため中国隊が初登頂した北面から中央峰北東稜

を登りそのまま中央部に登頂しているケースがほ

とんどとなっている。初登頂した中国隊は中央峰

北東稜から大雪面をトラバースして主ll産に登頂し

ている。日本隊では81年女子隊、88年HAJ隊、

99年群馬隊は、この大トラバースを行い主峰に登

頂した。他隊は何故トラバースして主峰に登頂し

ないのか。それは「雪崩」の危険を避けるためだ

ろうと推測される。しかし、中央峰を登った岳人

たちもそこが「8,000m」の標高を与えられてい

るからなのだが、ヒマラヤの標高は不動ではない。

中央峰の標高が8,000mを切ることも有りえない

訳ではないだろう。

シシャパンマ主峰に新ルートは考えられないの

か。常々疑問に思っていた。技術的な困難な南西

壁では通常ルートにはなり得ない。可能ならば通

常ルートとなり得るようなレベルの新ルートをト

ライしたいと考えています。意欲ある岳人の参加

を期待します。

記

l.時期2002年秋50～60日間程度

2．募集人員10名程度

3．負担金100万円

4．申し込み、問い合わせHAJ事務局

F毒蕊蕊域ff1 ホングー氷河からのパルンツェ(7,129m)

バルン氷河とホングー氷河の分水嶺をなすどっしりとした山だが、高い峠

を越さなければ見る事ができない不遇の山である。

2000年秋、京都と福井のクライマーが写真の右の稜（南稜）から登頂した。

（文・写真：林雅樹）
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PEOPLE
スロヴエニアのヒマラヤ・ニストAndregStremfelg

け

1979年春、東欧はユーゴスラビアから意欲的な

登山隊がネパールにやって来た。トーネ・シュカ

リャ隊長に率いられた25人が目指すのは、世界最

高峰の未踏ルート「西稜」である。その末端から

頂上までを登ろうと言うのである。

その中にマルコとアンドレアのシュトレムフエ

リ兄弟もいた。二人は、第一次と二次隊がそれぞ

れ8,300m地点で登頂を断念したため、三次隊と

してナイツ・ザプロトニクと3人で頂上アタック

に向かった。しかし、兄のマルコは、酸素補給器

の具合が悪くて途中で断念。残る二人は困難なV

級Ⅳ級の難所を突破して遂に世界最高峰の困難な

新ルートから登頂に成功したのである。当時、こ

の登翠はポーランド隊の「冬」の世界最高峰登頂

と共に世界登山界から絶賛されたのであった。

アンドレアは、75年カフカズで高峰登山の洗礼

を受け、77年ガッシャーブルムI峰に西稜ルート

を開いた。そして、79年の快挙である。その後の

活躍振りは右の登翠歴が示すとおりである。

今回の来日は、日山協が毎年開いている「海外

登山技術研究会」の招きにより実現した。ユーゴ

スラビアから分離独立したスロヴェニア人。ヒマ

ラヤでの活躍の割りには日本では知られた存在で

はなかった。その海登研では250枚に及ぶスライ

ドを駆使して自分のヒマラヤ＆登山に寄せる思い

のたけを充分に語り、参加者に感動を与えた。

美しく陽気なマリア夫人を同伴しての来日であっ

たが、夫人もアルピニストでアンドレアと三度八

千メートルll犀の頂上に立っている。

アンドレアは、マナンの登山学校時代に習得し

たといいながら箸を苦も無く使いこなし、夫人は

苦労しながら箸使いに挑戦していた。20歳、17歳

と何故か30ケ月の3人の子供がいる。お二人とも

教師をしており、ちょうど冬休みと重なり来日が

実現した。富士山に登頂し、爽やかな印象を残し

て2月21日に帰国の途に着いた。

アンドレア・シュトレムフエリ（44才）

1956年12月17日生まれ3児の父
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カフカズ遠征

ガッシヤーブルムI(8,068m)西稜初登翠

サガルマータ(8,848m)西稜初登筆

ローツェ(8,516m)南壁8,200mまで

アンナプルナI(8,091m)南壁

イスモイル・ソモニ(7,495m)

ダウラギリI(8,167m)東壁初登翠

ネパールのマナンにユーゴスラビアの援助

で設立された登山学校にリーダーとして参

加、指導に当たる。

ブロード・ピーク(8,051m)(夫妻登頂）

ガツシヤーブルムⅡ(8,035m)登頂

ローツエ・シヤール(8,400m)

K2(8,611m)マジック・ライン8,150m

シシヤパンマ(8,027m)南壁アルパイン・

スタイル初登鑿

サガルマータ(8,848m)(夫妻登頂）

カンチェンジュンガ南峰(8,476m)南稜ア

ルパイン・スタイル初登掌

メンルンツェ(7,181m)アルパイン・ス

タイル初登頂

マナン登山学校インストラクター

パタゴニア遠征

チョー・オユー(8,201m)(夫妻登頂）

アピ(7,132m)、ナンパ(6,755m)、ボバイ

=(6,808m)新ルートを試みる。

ギャチュン･カン(7,952m)北壁アルパイン

・スタイル初登掌

ジョンサン・ピーク(7,483m)
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バルンッェ(Baruntse7.129m）沓頂記ツ

KFパﾙﾝﾂｪ登山隊林雅樹

はじめに

1999年の秋‘91年のHAJミニヤ・コンカ隊以

来の友人である松田氏より2000年にどこかへいか

ないか？と誘いを受けた。ちょうど1年ブランク

のあった私にとっては願ったりかなったりの話で

他に福井のメンバー2名も加わり3月には隊編成

はできた。準備の関係もあり山の選択はネパール

にしぼり、山の高さよりもこの近年に日本隊が入

山していない山を中心に調べて「バルンツェ」に

決定した。バルンツェはクーンブ山群東部に位置

しホングー氷河の源頭にありバルン氷河との分水

嶺をなす美しい山である｡1954年にニュージーラ

ンドのE・ヒラリー率いる隊により初登頂され、

その後日本隊では‘64年に立教大学隊が試登80年

秋には宇都宮大隊、同年冬に北大隊そして翌‘81

年には千葉大隊と立て続けにいずれも南稜から登

頂している。しかしその後19年間忘れ去られたか

のように日本からは登山隊はない。アプローチが

長い事と山の写真等があまり一般に見る機会が少

ないことがこの山の認知度を下げているのだろう。

しかし近年欧米からはこの山への入山が増えてお

り実は今ネパールで最も入山の多い山のひとつで

ある。今回私達は初登された南稜をルートにとっ

た。パルンツェのBCはルクラからザトルワラ、

メララを越えホングー氷河上部に建設するものと、

ヒレもしくはツムリンタールからアルン川沿いに

入り、バルン氷河上部に建設するものの2つがあ

る。どちらも10～12日の行程で、前者は距離は短

いが5000m前後の峠を2つ越さなければならない

し、後者は距離は長いがシプトン・ラが4000mあ

る以外は初期|順化の点では比較的楽だ。私達は今

回高所未経験の隊員のことを考慮し後者をとるこ

とにした。20年前、BCはバルンポカリという大

きな氷河湖畔の緑地に作られていたが今はその面

－2－

影は全くなく、バルンポカリは地図上にのみ存在

しているだけでバルン氷河は不安定なガレの山と

化している。BCは対岸にマカルー、氷河上流に

サガルマータ、ローッェ、ローッェ・シャールな

どの見える素晴らしいロケーションだが、残念な

がらこちらのルートからはバルンッェの全容は見

えない。ヒレの標高が海抜200m程、そこから1

カ月もアプローチをこなしてこの山に挑んだ先人

達の偉業を改めて感嘆させられた。

登山隊の構成

隊長林雅樹（37）京都クライマーズクラブ

副隊長松田靖彦（41）福井山岳会

隊員竹内和司（37）′′

隊員東治（32）〃

連絡官トゥラシィ･パラサド･カレル(年令未詳）

サーダーアンプー・リー・ラマ(52）

コックダヮ・ラマ(34）

キッチンボーイバル・クマール(28）

ナイケバウラ・グルン(27）

ローカルポーター往路55名

復路15名

行動日誌

■ベースキャンプを目指して

9月16日くもり→晴れ→雨

カトマンズ→ツムリンタール(400m)

既に9月11日にコックのダワをリーダーとする

先発の陸路隊がカトマンズを出発している｡2日

間のバスの移動と3日間の暑い中のキャラバンで

ツムリンタールに着くのだ。私達は必要最小限の

個人装備といたみやすい野菜や卵を持ってエアポー

トに向かう。隊員4名とLO・サーダーの6名は



カトマンズから飛行機で40分でツムリンタールに

到着。先発隊と無事合流できた。ここは標高400

m、バナナの樹が繁茂する穏やかな田舎村。ここ

から私達のキャラバンが始まる。

9月17日くもり→晴れ→雨

ツムリンタール→カンドバリー→マニベンジャン

(1100m)

7時40分出発。早朝だというのにこの標高では

暑く、全身から汗を吹き出しながら穏やかな農村

地帯を歩く。カンドバリは、何故こんな山奥に在

るのかと驚くほどに大きなバザールでここには大

学まであるという。キャラバン初日、皆久しぶり

にかつぐ荷物に少々パテ気味になった頃、本日の

目的地マニベンジャンに着く。(13:00)このアル

ン川沿いの集落では、電気はここまでで終わり。

この先にはもう冷蔵庫も電話も何もない。

9月18日くもり→晴れ→雨

マニベンジャンーボテバシーチチラ(1980m)

昨夜の豪雨の為か半ば川となった道を進む。マ

ニベンジャン（7:45発）からしばらくは水田のあ

ぜ道のような所を歩き、樹林帯に入るとボテバン

の峠まで急登が続き高差900mを一気に登る。峠

からは穏やかな登り下りでチチラに着く。（13:15）

チチラには泊まれるパッティーが無くテント泊。

早くもLO・林・竹内はズガ（山ヒル）の洗礼を

受ける。

9月19日雨→くもり→雨

チチラーデオラリーヌン(1500m)

朝から雨。7:10チチラを出発。うっそうとした

ジャングル帯の通過はズカに気を取られ疲れてし

まう。道の下草の先には無数のズカがダンスをし

てかまえている。恐ろしい光景だ。今日の行程は

地図上ではほとんど穏やかな登り下りになってい

るが実際はほとんと登りで直前に急降下してヌン

に着く｡(13:25)この村の周辺にはあわ畑が多く

村にはロキシーの工場がある。ヌンはこのキャラ

バンで最も旨いロキシーが飲める村らしい。

9月20日雨→晴れ→雨

ヌンーセドア(1580m)

7:10ヌンを出発。今までかせいだ高度を吐き出

すようにアルン川に|可かって下って行く。傾きか

けた吊橋（標高約700m)でアルン川の激流を渡

－Q－
J

▼ヌンの吊り橋

り、再び猛烈な暑さの中の急登で800mほど登り

セドアに着く。ここで国立公園の管理事務所があ

り入園のチェックを受ける。(12:30)学校の隣の

きれいなロッジに宿泊。窓にガラスが入ってない

ので風があると寒いが、この行程中最も心地良い

ロッジだった。

9月21日くもり時々雨

セドアータシガオン(2100m)

今日の行程は短かった。でもズガの数は半端で

はなく、ズガチェックの為に何か別の疲れ方をし

た。この辺のズガはチチラ辺のズガより小さく、

下草ではなく地面にいて靴底からはい上がって来

る。10分歩けば片足に10匹はくっついている。マ

カルーパスと言われる所に新しいゴンパがあり、

寄贈をして登山の無事を祈祷してもらう。ここか

ら30分でこのキャラバン最奥の村タシガオンに着

く。（11:35）今夜のロッジはこの春エベレストの

ネパール人女性サミッターとなったラクパシェル

パの家。今夜は病人の為に祈祷する儀式をやるら

しく、家の祭壇はバターの装飾品がいっぱい並べ

られ親戚や友人達も大勢集まっている。下からの

念仏の声を聞きながら寝る。

9月22日晴れ→雨

タシガオンーコウマカルカ(3500m)

ここタシガオン村にも国立公園の事務所があり、

ここでポーター1名につき10Rsの入園料が徴収

される。同時にポーター達に支給する燃料やケロ

シンコンロの有無チェックがあり、もしそれが無

い隊があればここでコンロをレンタルし、ここで

燃料を購入しなければならない。今では燃料とし

て薪を使用する事が堅く禁じられているからだ。
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雨の為湿地の上にテントを張ったような状態でテ

ントの中もビチャビチャで嫌になってくる。今夜

はタシガオンのシェルパーが加わってポーター達

は夜遅くまで大合唱で騒いでいる。私達はシプト

ン・ラ越えに備えて早々と寝る。

9月23日雨

コウマカルカーシプトン・ラートゥトゥ･ﾗード

タシガオンから上部へはポーター賃金も変わり、

タシガオンからバルンッェBCまで1人3000Rs

で決まる。タシガオンを7:50発。朝のうち陽が差

していたが途中からどしゃぶりになり休憩を取る

気にもならず黙々と登る。樹林帯の急登を越える

とコウマカルカ(12:20)。ここは美しい芝の上の

テントサイト。雨でなければ快適な所だと思うが、

－4－



パテ(3700m)

コウマカルカを7:30出発。雨の中を黙々としゃ

くなげ帯を登る。幾つかの神秘的な湖を越えシプ

トン・ラ(4100m)に10:30に着く。ここから一

度湿地帯を下って再び急登でトゥトゥ・ラ(4070

m)を越え、ここからは川になった道を石の上を

飛ぶ様にして下っていきドバテに着く。（12:10）

天気が良ければ遠くカンチェンジュンガまで望め

るはずのシプトン・ラも雨ではどうしようもない。

残念だ。

9月24日雨→くもり

ドバテーヤングレカルカ(3510m)

7:20出発。最初1時間は急な下りで3150mまで

下ってバルン川に出合う。しばらくは大崩落地帯

となっているため上部からの落石に注意しながら

川沿いの道を進む。谷は一度狭くU字状になり、

再び開けて右岸に岩峰群を見過ごすと、前方に広

い草原が現れヤングレカルカに着く｡(11:30)

9月25日雨→くもり／時々雪

朝方まで降っていた雨が止み、ガスの切れ間か

ら雪の峰が見えた。6112mの無名峰とピーク5

(6404m)だ。キャラバンが始まって以来やっと

見れた高峰の光景に皆、感激。7:30ヤングレカル

カを出る。前方の谷をふさぐ段丘状の台地の上が

ジャッカルカ(4080m)で、そこから広い芝の斜

面をしばらく登って目的地のランマレカルカに

(4250m)12:20到着。テントを設営し一休みして

から4400m付近まで順化トレーニングをする。ジャッ

カルカ付近からは霞が降る中の登行になり、昨夜

から軽い高度障害が出始めている隊員にとっては、

今日の行程はかなりつらかった事だろう。

9月26日快晴→小雪

ランマレカルカーマカルーヒラリーBC(5000m)

本日快晴。待ちに待った山の展望が開ける。昨

夜降った雪のおかげでチャムラン東面、ホングー

チュリと朝日に輝く峰々が素晴らしい。一方、隊

員の方はヒマラヤ初めての竹内・東2名は頭痛と

下痢・吐き気に微熱を訴え、とても先に進めそう

にない。やむなくふたりを残してキャラバンを進

めることにする。ポーターの都合上キャラバンを

止めるのは難しい。後日迎えを出すのを約束して、

2人にはとりあえずランマレにもう一泊してもら

▼バルン川沿いの道をヤングレカルカに向う

－5－

い、上下の順化トレーニングをしてもらう事にす

る。2人に薬の使い方を説明し行動の確認をして

出発。(8:10)小さくなったバルン川の広い河原

歩きに終始すること4時間半でマカルーのタンマ

リBC(4700m)に着く。ここは春のマカルーB

Cになる所だ。もうマカルーは手が届く程まじか

に見える。パッティで茶を飲み一休みして、更に

小1時間でヒラリーBC(4800m)に到着。(14:

20）今夜はポーター達の最後の夜、皆キッチンテ

ントに集まって遅くまで騒いでいた。

9月27日快晴

ヒラリーBC～バルンツェBC(5200m)

林・松田両名も高度障害で朝食が食べられない。

快晴の中、頭痛をかかえながら気力で出発(7:30)

昨日には見えなかったローツェ、ローツェ・シャー

ル、バルンツェ、ヌプツェなどの展望も加わる。

大岩のゴロゴロしたサイドモレーン帯に入って間

もなく仕事を終え下ってくるサーダー、ポーター

達に会う｡BCは近いらしい。サーダーはこれか

ら遅れている2名を迎えにランマレカルカまで一

気に下る。ヒレから15日間に及ぶ長いキャラバン

を不平も言わず荷を運び上げてくれた彼らに感謝

しながら見送る。マカルー西壁の真下、バルン氷

河の対岸にわずかにできた砂の台地にBCは位置

していた｡(10:20)20年前は美しいパルンポカリ

畔の草地にBCを作っているが、今はバルンポカ

リすら崩壊し存在しない。氷河も年々後退してい

るらしい。ここまで隊に同行してきたLOもBC

に着くやいなや写真を数枚撮ってポーター1名と

共に下って行った。とにかく無事BCに入る事が

できてよかった。



■ヒマラヤの空にザイルはのびる

9月28日快晴

本日、先に着いた林・松田は休養日。それぞれ

のんびり過ごす。ランマレカルカで別れた竹内・

東は4時すぎにサーダーと共にBCに入ってきた。

2人は今日一気にランマレカルカからここまで登っ

てきたという。かなり疲れた様だが何とかこれで

全員BCに集結する事ができた。

9月29日晴れ→雪BC一日滞在

早朝からサーダーは祭壇作りに忙しい。朝食が

済みプジャ(BC開きのセレモニー）の準備が整

う。全員揃ってサーダーの祈祷の声に合わせて米

をまく。供えられたお酒を皆に小分けして飲み干

す。いよいよこれから登山が始まる。夕方から雪。

9月301]BC～C1(5650m)快晴

昨夕からの雪は夜半には止み積雪は2cm位で問

題なし。林・松田・サーダー・パウラの4名でC

1の偵察と少し荷上げを行う。ルートの初めはバ

ルン氷河に沿って右岸のモレーン上を進む。シェ

ルパニコルに突き上げる氷河に入り、再び左岸の

サイドモレーンを登る。所々に残るケルンと踏跡

を頼りに登ると、氷河の舌端にタルチョーが残る

広い所があり、ここをC1(5650m)とする。流

水もあり、ここをBCとする隊もあるようだ。シェ

ルパニコルのルートを調べる為100m登ってみた

が解らず今日はBCに戻る。BC発(7:45)-C

1=(11:00)-C1発(13:00)-BC=(14:30)

10月1日快晴

全員でClに荷上げ｡BC発(8:00)-C1着

(11:00～11:30)-C1(12:20)-BC着一(14:40)

10月2日快晴

林・竹内・サーダーで荷上げ。松田・東はBC

で食料のパッキング作業と整理。

10月3日快晴

全員休養。

10月4日快晴

林・松田・サーダー(Aパーティー）でC1

り。竹内・東(Bパーティー）はClへの荷上げ

後BCに下る。今日からパーティーを分けての行

動となる。BCに直に入った組は先行しルートエ

作｡ll旧化不充分な2人は荷上げをして順化をさら

に進めるよう努める事になった｡BC発(9:10)-

－6－

▼氷河舌端のC1(5,650m)

C1=(12:10)

10月5日快晴

Cl－シェルパニコル今C2

内院のように岩壁と急11唆な雪壁に取り囲まれた、

この氷河のどこかにシェルパニコルという、ポー

ターが安易に越えられるパスが在るはずだ、とそ

の唯一の突破口を捜しながら氷河を登る。氷河の

最奥部から稜線上にタルチョーがあるのが確認で

きシェルパニコルを見つける事ができた。もろい

ガレ場を所々岩登りをしてコルに到着。標高は61

50m、コルからはウェストバルン氷河の広大な雪

原とチャムランやホングーチュリなどの峰々が間

近に見えるが、バルンツェは頂上をわずかに見せ

ているだけだ。Wバルン氷河の対岸にはバルンツェ

ヘのトレイルが見えちょうど下ってくるパーティー

が見えた。その内の1名が何か私達に合図を送っ

ている。驚いた事にその内の1名がこちらに歩き

出しコルの真下に来てしまった。彼はイタリア隊

のシェルパで、彼らは早くもパルンツェのナイフ

リッジに到着したらしいがルートが危険という事

で早々に諦め近くの山に転進して帰るらしい。私

達はコル上で一休みして、コルから懸垂下降2ピッ

チでWバルン氷河に降り立ち、ちようと氷河の真

中辺りをC2(6100m)と決めC1に下る。

C1発(7:20)－シェルパニコル着(10:30)-

C2=(11:50)-Cl=(13:55)

10月6日快晴

AパーティーはC2へ荷上げ｡Bパーティーは

BCよりC1入りし合流。昨日登頂計画を見直し

頂上アタックは全員で同時に1回で行える様変更

した。その結果として順応の遅れている隊員はこ



▼Wバルン氷河のC2(背景の山はP4(6720m))の先1週間で先行パーティーに追い着けるよう頑

張ってもらう事になる。C1発(7:30)－シェル

パニコル(10:30～11:30)-C2=(11:25～11:

40)C1=(13:45)

10月7日快晴

今日は全員揃ってC2へ荷上げ。後続のイギリ

ス隊がC1に入ってきた。彼らはシェルパ4名、

ローカルポーター・キッチンスタッフも全員C1

に伴ない2日後には、そのまま全員でC2に入り

10日でバルンツェに登ってそのままWコルを越え

て行くと言う。実情C2をBCとするチョット変

わった方法で登る予定だと言う。この地では1度

ポーターを解雇すると下山時にWコルを越えるポー

ターを集める事が極めて困難であるためその対策

なのであろう。AパーティーはC2荷上げ後休養

の為BCに下る｡C1発(8:00)-C2=(12:

00)-C1着(13:40～14:20)-BC着(15:50)

10月8日快晴

A・Bパーティー共に休養日。イギリス隊のシェ

ルパからC2にデポした私達の食糧がカラスにや

られているという連絡があった。どのくらいの被

諸灘

、
典
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害があったのかは定かではないがもっとしっかり

深く雪に埋めておくべきだったと悔しくて仕方な

い。とにかく早くC2に入って状況を確認しなく

てはいけない。

10月19日快晴

BパーティーはC2に荷上げ。Aパーティーは

今日はC2入りの予定で出発。松田の調子が悪く

C1の少し上で下ってきたBパーティと共にCl

に戻る｡C1で1泊後調子が良ければBパーティー

としてこの先行動してもらう事にする。林・サー

ハ

へ
一

＜

ン氷河／、

／へ

／､／、

我
、べ

〈
、
』
．

BC－

5200m
'5
一

50m
ハ

ハ
ハ

〈
〈

夢
舅 1W・バルン氷河

－7－



▼C3(6500m)からバルツェを見る

産も

鶴

fF

罫

グーはそのままC2入り。カラスの被害は予想以

上のものでC2の行動食が全く無く、飲料もかな

り散乱し使用できないものが多い。C1･BCの

食糧を再度チェックし何とか悪天候などが続かな

ければ登山可能な食糧があることを確認し安堵す

る。

10月10日快晴

Aパーティーは6752m峰と6525mの鞍部にC3

を確定するため登る。予想外に近く1時間半で鞍

部に到着。既にドイツ隊とスウェーデン隊のキャ

ンプが在りC3より上にもトレイルが伸びている。

私達の後をイギリス隊のシェルパが登ってきて、

ルートエ作を協力しあう相談をしたら、今日私達

が荷上げしたロープと彼らのロープで充分足りそ

うだとわかり、この先余計に荷上げする必要は無

くなった。どちらの隊が先行してもロープとスノー

バーを共有しても良い旨も確認しC2へ下る。体

調が回復した松田を加えたBパーティーはC2/､

移動。正午過ぎにC2に入ってきた｡C2発(8:

20）→C3=(9:50)→C2=(10:45)

10月11日晴れ（強風）

－8－

瀞

全員揃ってC3へ荷上げ。Bパーティーはその

ままC2に泊まりAパーティーは一気にBCに下

る。C3から下る途中、明日タックするというド

イツ隊に会う。イギリス隊も数日中に登ると言う。

私達もBCでの休養後は頂上アタックだ。どこの

隊も大詰めになって来た。

10月12日くもり（強風）

BCに入って以来、初めてのくもり空。風も強

く寒々しい。BパーティーはC2からC3に荷上

げした後C1かBCに下る予定をしていたが、天

候悪化の為荷上げをやめ下降。BCに下ってきたo

BCではオーストリアのトレッカーグルーフ･のひ

とりが転んで肋骨を折るというアクシデントがあ

りレスキューヘリの要請が大変で一間着あった。

私達も、もし事故があれば大変な場所にいるのだ

と改めて自覚させられる。

10月13日晴れ

全員休養。

めっきり気温も下がりBCの流水も少なくなり

日中も寒くて羽毛服が話せなくなってきた。山は

秋から冬に変わりつつあるようだ。



10月14日快晴

全員休養。

Wコルからシェルパニコルを越えてシェルパ数

人が下ってきた。ドイツ、イギリス隊などの登頂

成功を聴かなかったかと尋ねたがわからないと言

う。明日から私達も頂上に向う。先行パーティー

がどうであろうと自分らの最善を尽くすしかない。

10月15日快晴

AパーティーはBCからC2へ、Bパーティー

はゆっくりBCを出てC1へ入る予定で出発。順

調にC1を越えシェルパニコルに着いて呆然とし

た。急なガラ場にFIXしたロープが無くなりコ

ル上にデポしてあった私達のアイゼンが紛失して

いたのだ。成すすべなくC1に下る。Clに昨日

から入っていたアメリカグループのシェルパに尋

ねると昨日彼らが荷上げに行った時はFIXもア

イゼンもあったという。すると、今朝下ってきた

トレッカーグループ以外に通過した者はなく彼ら

がロープを外しアイゼンを取ったとしか考えられ

ない。困り果てていると、このアメリカグループ

のシェルパがアイゼンのレンタルを申し出てくれ

た。Wコルの後はアイゼンがいらないからウエス

トコルの下で私達に貸すからサーダーに来てほし

いと言う。まさに「地獄に仏」のような申し出に

感激する。16:20BパーティーCl着。今夜はB

パーティーと共にC1泊。BC発(9:10)-C1

着(11:10～11:45)シェルパニコル着(14:00)-

C1(14:50)

10月16日快晴

早朝6時サーダーはアメリカグループと共にC

1発。彼らと共にWコル下まで行ってアイゼンを

持ってC3に入る。私達4名はC2を撤収し、C

3の食糧をプラスして、荷上げしながらC3に入

る｡Wバルン氷河上には既にイギリス隊もドイツ

隊もいない。C3でサーダーと合流。C3も無人

のスウェーデン隊のテントと私達のみだった。先

行していた隊の結果はどうだったのか気になるが、

全員明日のアタックに備えて早々寝る。C1発

(9:00)-C2着(11:40～13:15)-C3=(15:30)

■バルンツェ登頂記

10月17日快晴→ガス

早朝2時起床。無風快晴◎ゆっくり朝食を摂る。

パルンツェは近く見えるが見えない所に困難なリッ

ジが待ち構えているのだ。絶対に楽々で登れる事

をイメージしてはならないと…自分に言い聞かせ

る｡5時、先行に林・東・サーダーのパーティー

後から竹内・松田が出る。クレバスがあるかもし

れないので、念の為アンザイレンして登る｡6900

mのショルダーピークまではしっかりとしたトレ

イルがあり、ただ黙々と登る。この先が核心部分

のナイフリッジで、最初はFIXがあり楽々かと

思ったが、すぐにFIXもトレイルもとだえ先行

パーティーが登頂していない事を知る。(8:00)

この先しばらくは最もリッジのやせた部分だ。時

間はまだ充分にある。その先私とサーダーでルー

トエ作をしながら登る。雪質が悪く引き返そうか

と思うような所もあったが何とか突破でき、8ピッ

チFIXを足して頂上直下の広い鞍部に出る。も

う頂上はそこである。後続2名を待ってまず先行

3名が頂上に向かう。かなり風が強くなっている。

時折ガスで視界がきかくなくなり悪天の兆しが出

ている。2度ほどショルダーピークに胴された後、

バルンッェの頂上に着いた｡(14:20)風が強いの

で頂上では写真を撮り早々に下る。20分程して後

続2名も登頂。FIX末端のコルで下りてくる2

名を待ってからひとりずつ順に下降に入る。ナイ

フリッジはFIXがあっても下降にも神経を使う。

カラビナの掛け替えに細心の注意を払い一歩一歩

慎重に下る。

FIXの下端につく頃には完全にホヮイトアウ

トになり、雪面に残された自らのアイゼンの跡を

頼りに下る。17時C3に戻る。すぐ後ろのピッチ

を下っていたはずの3名は途中大きく離れ結局20

▼チャムラン最東峰(7287m)

一§

－9－



▼頂上の林（右）とアン・プーリー・ラマ

時少し前に無事全員C3に帰着。もう少し頂上へ

行くのが遅れたら登れなかったかもしれない。私

達は最後の最後まで幸運だった。

登頂記一松田靖彦

2時起床、あまり寝た気がしない。4時出発に

向けて準備をする。4時50分ヘッドランプを点け

てC3出発、アタックが始まる。天候は悪くない、

今日一日はもちそうだ。下から見たとおり傾斜の

強い雪壁をもくもくと登る。待ち受ける核心部の

ことを考えると気が重い。雪壁を登り詰めた所か

らナイフリッジが始まる、かなり切れ味の良さそ

うな歯が長く続いている。敗退した外国隊4隊は

ここで帰っているようだが気持ちはわかる。サー

ダー・林・東がどんどんフィックスザイルをのば

していく。松田・竹内の順番でそれに続いて登る。

ルートエ作しながらのアタックなのでどんどん時

間がすぎる。14時頃にやっと核心部をぬける、あ

とは頂上の登りだけ。松田・竹内のスピードが上

がらない、少しづっ3人から離される。15時20分

林・東・サーダーが頂上に立つ。それとすれ違い

に10分遅れて松田・竹内が登頂、これで全員登頂。

昼過ぎから出てきたガスで半分ほど視界がさえぎ

られている。でもローツェ、それに隠れるように

エヴェレスト、マカルー、カンチェンジュンガが

見える最高の景色だ。時間が遅いので記念写真を

撮り逃げるように下l｣｣する。下りの核心部のこと

を考えるとのんびりしていられない。松田・竹内

が疲れぎみなので林は元気のいい東隊員と一緒に

慎重に下山する。アクシデントで全員登頂の喜び

をなくしたくない。C3の30分ほど手前でヘッド

ランプを点ける。19時、暗くなったC3に到着。

-10-

テントに入り、温かいお茶を飲み、無事帰れたこ

とと登頂の喜びに浸る。疲れからウトウトし始め

たのでなにも食べずにシュラフに入り寝る。6年

ぶりのヒマラヤ、41歳不安はあったがなんとか登

れて良かった。他の3人の隊員・サーダーに感謝◎

10月18日快晴

昨夕からの悪天で今日はどうなるか心配だった

が再び快晴で安堵する。C3を完全に撤去しC2

に下る。C2は再び帰路通過するのでテント2式・

食糧・その他必要最小限の装備をデポしてBC'

下る。

C3発(10:00)-BC=(16:50)

■帰路キャラバン

10月21日快晴

BC撤収の日

私達メンバーとサーダーの5名は往路をたどら

ず再びシェルパニコルを越えてホングー氷河を下

りルクラを目指す。BCの撤収作業はBCスタッ

フ達に任せて私達は出発。BCスタッフ達は隊荷

と共に往路をたどりカトマンズに戻る。私達のコー

スはエベレスト街道をクーンブの表銀座にすれば

言わば裏銀座とでも言うべきコースWバルン氷河

を横断しメラ・ラ(5415m)、ザトルヮラ(4693

m)と標高の高い峠を越えるハードなトレッキン

グコースだ。おまけに途中にパッティーのない地

帯を通過するためテントや食糧・生活用具一式を

全て自分らでかつがなければならない。バルン側

のポーターはルクラに抜けると戻るのに多くの日

数と経費がかかる為ルクラには行ってくれないか

らだ。

今日は最短でもC2までは行かなければならな

い。ところが出発して間もなく松田隊員の調子が

悪い。本人も懸命に頑張っているのだが息がきれ

て苦しくてゆっくりしか歩けないという。登頂後

に高度の障害が出るとは思えない。長い高所滞在

と登頂祝いの酒が肝臓にダメージを与えている様

だ。毎日酒を欠かさない彼が昨夜は一人だけ全く

酒を口にしなかった。いずれにしてもこのまま登

り続ける事に不安を感じるが偶然シェルパニコル

に向う他のトレッキンググループのシェルパがい

て松田隊員の装備をコル上までかついでもらう事

ができ何とかC2に着く。このまま6000mを越え



▼ナイフリッジ手前の東隊員とチャムラン

る高さに泊まるリスクを考え、体力的にきついが

C2デポを回収しウエストコルよりホングー氷河

へ下る事にする。日暮れの迫る中、何とかWバル

ン氷河を横断し、Wコルからは残置のFIX300

mを一挙に懸垂下降し暗闇の中、安定した氷河の

雪原上にテント設営。松田隊員も何とか体調が回

復し明日からの歩行も出来そうで安堵する。

BC発(8:20)-C1着(11:20～13:00)発(13:

40)一シエルパニコル(16:40)-C2=(17:10)

発(17:25)-Wコル着(17:50)18:30テント設

営泊

10月22日快晴

テントを出ると外は別世界。ホングー氷河の源

頭部はバルンッェ、アマダブラム、フンクー、ピー

ク41などが見渡せる広々とした明るい谷。バルン

ツェ登山のBCとしてはこちら側の方が多いのも

うなずける。テントを撤収し出発。氷河はすぐに

終わりプラスチック登山靴をトレッキングシュー

ズに変えて踏み跡のしっかりした道を下る。大き

な氷河湖畔がホングー側のBC(5400m)で登山

を終えたスウェーデン女性隊がくつろいでいた。

彼女達はスウェーデン初の登山隊で、諦め掛けて

いたのを私達がルートを作ったおかげで登る事が

出来たと喜び、お茶をごちそうしてくれた。先が

長いのでゆっくりしているわけにはいかず早々に

出発。バルンツェを背にホングーコーラ添いに下っ

て行く。時折ガスの切れ間にローツェ南壁、チャ

ムランも見え、広々とした河原の中の静かなトレッ

キングを味わう事が出来た。チャムラン氷河がホ

ングーコーラに下る所の対岸、芝の台地に今日は

幕営(4800m)｡5000m以下になると急に温かく

▼登頂して頂稜を下る松田・竹内隊員

P

「

ー

ー

『 世
盛

崎蟹
奄.､℃

、驚凝

なったように感じる。

出発(9:30)－ホングーBC着(11:00)発(12:

00)－テント場着(16:30)

10月23日晴れ→ガス→晴れ

キャンプを出してしばらくは所々に湿地の点在

する牧歌的な草原状をホングーコーラ添いに下る。

放牧には最適かと思われるこの地には不思議とヤ

クの糞が全くない。つまりそれだけこの場所が生

活とはかけ離れた場所だと言うことだろう。巨岩

がゴロゴロ転がるロックガーデンのような所を過

ぎると、トレイルは大きく尾根を回り込みメララ

ヘと通じている谷に入って行く。広い河原状の所

からがメララヘの本格的な登りである。2時間程

ガスの中、黙々と登り峠につく。ちょうどこの時

ガスが切れ眼前に雪の屏風のようにドカーンとメ

ラピークがそびえていた。メラピークの肩にある

雪の峠がメラ・ラである。まだ遠い。更に2時間

程登った所にフランスのメラピーク隊がBCを建

設していた。ここでポーターを1名ゆずってもら

い皆の荷物を減らす。ここから30分程で広い雪原

状のメラ・ラ(5415m)に到着。後はただ下り続

け狭い谷間にテントのひしめくカーレキャンプに

着く。出発(8:30)－メラ・ラ(16:00)－カー

レキャンプ（17:20）

10月24日晴れ

カーレからはインクーコーラ添いに下る。前方

に天を刺すようなKyashar(6770m)を眺めなが

ら2時間程でタンナン村に着く。タンナンはトレッ

キングシーズンのみ人がいるパッティだけの村で

ある。10年程まえに上流のサパイッォという大き

な氷河湖が崩壊（地図上にはあるが…）し大きな
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▼記念写真（スエーデン女性隊）

被害を受け、今のパッティは復興後の新しい物ば

かりである。タンナンから小1時間下った岩窟の

中にゴンパがありお参りする。ここから先はひた

すら広い河原歩きで、以前は右岸沿いに良い道が

あったらしいが氷河湖崩壊でほとんど流失してし

まったと言う。2時間で松林中のコーテカルカに

着く。久しぶりに森の中のキャンプだ。夜遅くま

でシェルパーのハーモニカに合わせてダンスパー

ティーになる。

カーレジキャンプ発(9:30)－タンマン着(11:3

0）発（13:30ゴンパ着(14:20)発(15:00)－コー

テカルカ着（17:20）

10月25日くもり→雪

松林や河原の道をしばらく進むとやがて道は石

楠花と竹の繁殖すジャングル帯の急頭になる。所々

竹のFIXに助けられながら登り下りを繰り返す。

大岩の広場にできた新しいパッティで昼食をとっ

ていると雨が降り始めトリカルカに着く頃には雪

となった。コーテカルカ発(9:30)－大岩のパッ

ティ着（12:00）発(13:30)－トリカルカ着(16:

30)

10月26日くもり時々小雨

昨日からの雪は明け方まで降り続き5cm程積もっ

た。トリカルカから1時間強で最後の峠ザトルワ

ラ(4693m)に着く。この峠からの下りが大変で、

踏み固まった滑りやすい雪道の急降下に神経を使

わされる。この下りきった所にパッティがありこ

このシェルパーが我がサーダーの友人だった事も

あって大休止。もう今日で終わりと言う事もあっ

て少々はめを外してチャンを飲む。ここから30分

程でチュタンガというパッティに着き、ここで昼
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食をとるが、この下りでチャンで足元よろけてい

た竹内隊員が転んで左足首の捻挫をしてしまう。

全く酒は災いの元である。当人には気の毒だがこ

れが最終日で良かった。夕暮れ近くになりなんと

かルクラに到着。私にとって13年振りのルクラは

見違えるほどに近代的になっていた。

トリカルカ発(8:00)－ザトルワラ着(9:15)-

パッティ着(10:50)発(12:30)一チュタレガ着

(13:00)発(15:00)－ルクラ着(16:50)

10月27日

ルクラ→カトマンズ

おわりに

今回の登山は私にとってネパールのエキスペディ

ションピークの隊長としては初めての経験だった。

結果として優秀なスタッフ、天候に恵まれ全員が

パルンツェの頂きに立つことが出来たのは幸運だっ

た。ルートを熟知したサーダーがおり、山の高さ

にプレッシャーを感じる訳でもなく、登山期間も

3週間足らずで登れてしまった。今回はあまりに

もスムーズに登山が進み、それがかえってこの登

山を物足りないものにしてしまったような気がす

るが、今シーズン6隊が挑み4隊が断念した後私

達が先陣をきって登頂できたのだから、ちょっと

贄沢な思いかもしれない。この山の大きな魅力の

ひとつは長いキャラバンにあるのではないかと思

う。アルン川流域は観光化が遅れ今だに昔の良さ

を残している所が多い。私達は往復でシプトン・

ラ、シェルパニコル、Wコル、メラ・ラ、ザトル

ヮラの5つの高い峠を越えた。登山で充分な順化

が出来ているからこそ、余裕をもって越える事が

できたが、まさに山旅と登山を共に楽しむには絶

好のエリアと言えるだろう。もう登り尽くされた

感のするネパールの山々だが、ちょっと目線を変

えれば新鮮味の残る山はあるのではないか？ヒマ

ラヤ王国ネパールの山々はまだまだ楽しめる可能

性を秘めていると思う。

次はもっとマイナーな山を登ってみたい。

どんな山と出会えるのか楽しみだ。



KARAKORUM

氷河の旅①ハラモシュ・ラを越えて－2

<ついにピストルが放たれた＞

ま、こういう事は、ヒマラヤなら他のところで

も同じだから、それほど気にならないのだが、何

とも不快なのが、目つきの悪い若い不良3人組だ。

二十歳前後と思われるが、懐手にしてテントの回

りをうろつき、蠅のように離れない。懐手が握っ

ているのはピストルだ。リーダーらしきアンチャ

ンがついにピストルを出して、実弾を10メートル

ほど離れた石に向けてぶつ放した。もう一人は、

肩に吊した弾帯をひけらかす。せっかくの美しい

風景も、こいつらのせいで台無しだ。

翌朝、キッチンスタッフの一人が、メステント

に置いていた靴がないと騒ぎだした。もしかして、

と、自分の登山靴を捜したがなくなっていた。そ

のほかハイポーターのピッケルなども被害にあっ

ていることが分かった。メステントでスタッフが

寝ているのに関わらず、隙間から抜き出されたら

しい。

「この谷は貧乏で、教養もなく野蛮な連中ばかり

だ。何をいっても争いになるから」とスタッフた

ちはあきらめ顔だ。盗られたほうが悪い、ことを

荒立ててズドンとやられたら元も子もないしと、

東野良

わたしもあきらめるほかなかった。

藤田さんは2日後におりてきた。9晩のハラモ

シュ・ラ滞在であった。星の撮影は眠気との戦い

のようで、連日の徹夜でかなり疲労していた。完

檗に満足のいく写真はとれなかったというが、時

間切れだった。自然を相手にする山岳写真家の苦

労というものがよくわかった撮影行だった。

居心地のよくないこのキャンプは一刻も早く去

りたかった。藤田さんの下りた翌日、村人が気づ

かない早朝に出発した。あの不良あんチャンたち

が中心になって、自分たちをポーターに雇えなど

と荷物も担げないくせに、イチャモンをつけてく

るに違いないからだ。

ハラモシュ・ラヘは、マニキャンプからも上る

ことはできるが、この谷の人間をポーターとして

雇うのは考えものだと、わたしは警告しておきた

い。

クトワール湖のキャンプ場からは、しばらく大

木の茂るマニ氷河右岸をたどり、氷河末端近くで

左岸に移り山道をくだった。

ジープ道がかなり奥までたっしている。バルチェ

から迎えのジープに乗り、インダス河岸のサシに

出てその日のうちにスカルドに戻った。
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②スノーレークヘ

<花のデオサイ高地＞

スノーレークに出かける前に、デオサイ高地に

ついて若干ふれておきたい。

デオサイ高地は、カラコルムとはインダス川を

隔てて南東の方向、インド・パキスタンの紛争の

地カシミールに接する高原状の山地である。面積

は40キロ四方とも80キロ四方とも書かれているが、

はっきりしない。

デオサイ高地へは、カラコルムの登山基地スカ

ルドからサトパラ湖をへて、ジープで2時間ほど

で上れる。日帰りもできるが、トレッキングで宿

泊滞在するとしたら、4000mを越えているので、

一度は高度順化をしておく必要がある。

谷間の急な道を上りつめると、これまでの風景

からは想像できないような、なだらかな高原が広

がる。チベット北部のチャンタン高原を思わせる

景観だ。違うのは、緑の草と色とりどりの花の群

落である。

雪がとけてまもない6月は、オキナグサやサク

ラソウ、黄色のユキノシタの類が花の絨毯を織り

成す。真夏は黄色い花をつけるネギの類が湿原を

染めつくす。シオガマギク、ウルップソウ、フウ

ロソウなどの仲間も多い。

熊の生息地ということで、いつもカメラを出せ

る体制で歩いていたのだが、熊には出会えず、尻

尾の長いマーモットとナキウサギが撮れただけだっ

た。国立自然公園といいながら、放牧の牛や山羊

が麓の村からあがってきていたのには、驚いた。

また、デオサイ高地を一望にできるデオサイトッ

プの丘には、不粋なパキスタン軍のレーダー基地

が建設中であった。その東側、ゆるやかな谷を隔

てた数10キロ先は、立ち入りがまったくできない

イン・パの紛争地である。

デオサイ高原の一角を回ってブルギ・ラの峠に

辿り着くと、インダス川のl峡谷を隔ててマツシャー

ブルムやK2などカラコルムの巨峰が、波涛のよ

うに連なっているのが望まれた。足元にはスカル

ドオァシスの緑がみえた。

広々とした空の下に生きる高原の花と動物が、
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戦火に焼かれることのないように祈りたい。

〈弱り目たたり目のビアフォ氷河＞

スカルドでローカルポーターたちのために毛布

を買い足す。その他、日本から持っていった,0人

用のキャンピングテントも用意した。わたしたち

は、ビアフォ氷河をヒスパーパスまで遡り、さら

にスノーレークを見渡せる稜線に上って撮影する

計画だ。

ビアフォ氷河は長さが60kmもあるといい、カラ

コルム、いや世界でも屈指の氷河だ。

その源頭に広がるのが、雪の湖「スノーレーク」

だ。

ポーターたちには、雪上で少なくとも5，6泊

はしてもらわねばならない。貧弱な装備ではポー

ターたちに不満がでる恐れもある。記録をみると、

ヒスパーパスで長い日数ポーターたちに滞在を強

いた隊は少なく、足早に峠を越え、雪のない場所

にキャンプ地を求めている。

キャラバン出発点のアスコーレでも、ポーター

たちの装備を厳しくチェックした。かれらは新し

く支給した靴などを家において、穴の開いたポロ

靴でやってくることが多いからだ。それでは雪に

耐えられない。

アスコーレまでは道が荒れていた。一ケ所は崖

崩れで一時間半あまりの高巻き、橋も一ケ所流さ

れていた。その度にジープに荷物を積み替えなけ

ればならない｡100個の卵を運んでいたポーター

が転倒して、貴重な卵を全部つぶしてしまった。

アスコーレで鶏を補充しようとしたが、疫病で一

羽残らず死んでしまったという。いやはや、弱り

目たたり目とはこのことだ。蛋白源はまずいイワ

シの缶詰しかない。

<泥ナダレのキャンプ・＞

7月21日、アスコーレの先の吊橋でバルトロヘ

の道を見送り、そのまま右岸を行く。チベットの

ケサル王のポロ競技場と呼ばれる砂の広場をすぎ、

小尾根を越えてビアフォ氷河に下りる。この辺り

はサイドモレーン上部の岩壁が崩れて歩きづらい。

この夏ビアフォ氷河に入るのは私たちが初めて

らしく、トレースがないので、デブリにルートを



▼泥のナダレがキャンプ。を雲う（ビデオから）

探しながら進む。初日は右岸段丘上の「ナムラ」

でキャンプ。真紅のヤナギランが花盛りだ。晩夏

の花なのだが、暦より季節の進捗がはやい。

翌日は歩きにくいデブリを横切り、クリーンな

氷の上にでる。アップダウンのない氷河歩きで距

離がかせげる。だが、雲行きがしだいにあやしく

なってきた。ポーターたちは再び右岸のサイドモ

レーンに上った。

「ソブラン」のキャンプ地だとポーターたちはい

うが、「ソブランはまだ先のはずだ。もっと行か

ないとだめだ」と写真家の藤田弘基さんは不満顔

だ。ソブランからのラトック山群はすばらしく、

できればそこから写真をとりたいからだ。だが、

ポーターたちは荷をほどきはじめ、燃料集めまで

しているので、もっと先まで進めとはいえない情

況だ。

小さな池があったが、放牧のヤクのたまり場と

なっていて、水は濁っていた。池に流れこむ湧水

を見つけ、それを炊事に使う。

夜になって雨になった。そして翌日も止まず。

ラワルピンディのエージェントに衛星電話をか
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け気象の情報をとるが、パンジャブの平地は大雨

で、洪水の被害も出ているという。わたしたちの

いる北部山岳地帯も雨の予報で、見通しは芳しく

ない。

テントで読書をしていたら、外でゴーゴーと音

がする。誰かストーブを使っているのかと思った

のだが、テントから顔を出して覗くと、なんと百

メートルほど離れた沢から土石流が激しく流れ落

ちているではないか。土石流は何波にもなって押

し寄せてくる。大石がごろごろと流されてくる。

上部氷河からの「泥ナダレ」というやつだ。

「でかいのがきたらやばい｣。皆に声をかけ、テ

ントのものをまとめて高台に避難する。雨も激し

いが、ずぶぬれになりながらビデオカメラをまわ

す。土石流は30分ほど続いたが、幸いにでかいの

はこなかった。しかし、テント場は水浸しになっ

－1斗」辛

（－しまつノー○

雨にふりこめられ、ソブラン手前のキャンプ地

で四晩の滞在となってしまった。これからの日程

を考えると、焦りをおぼえずにはいられない。



<ビアフォ氷河は氷盤の飛行場＞

7月26日、ようやく朝の氷河に夏のさわやかさ

が戻った。対岸前方、雲を破って碧天を突いてい

る岩峰が「ラトックⅡ」だった。この夏は晴れ間

が長続きしない。今回の最大の目標地スノーレー

クで、晴れのチャンスを逃したら痛いことになる。

サイドモレーンのガレ場を下り、デブリ氷河を

横切って氷河中央にでると、果てしなく広がる真っ

白な氷盤である。靴底がざらざらの氷の表面にフィッ

トして歩きやすい。氷河の幅は3km以上はあろう

か。まるで、飛行場の中を歩いている感じだ。わ

たしは先のハラモシュ・ラの旅で靴を盗られてし

まったので、スニーカー履きだがまったく差し支

えない。

4日間の停滞を少しでも挽回したい。明日はな

んとしてもヒスパーパスに到達しておきたい｡キャ

ンプ地はなるべく先にしたい、というのがわれわ

れの思いだった。だが、昼食後、ポーターたちが、

キャンプ地の選定で、意見が二つに割れてしまっ

た。地元アスコーレのポーターたちは、昼食後1

時間のところにあるマルホゴロを主張、一方チョ

ゴルンマ氷河以来一緒のスカルドポータ一たちは、

われわれの意向を汲んで、「もっと先のキャンプ

までいくべきだ」といって譲らない。殴りあいに

なりそうな剣幕で言い合っている。

ポーターの都合でキャンプ地を決められたので

はたまらないから、われわれだけで先に歩き出し

たら、アスコーレのポーターたちも重い腰を上げ

た。

ポーターたちが意地になったのではあるまいが、

この日は結局20キロ以上の距離を稼ぎ、「カルホ

ゴロ」というキャンプ地に夕暮近くに到達した。

ゴロとは石がゴロゴロしているとの意味だそうで、

図らずも日本語の「ゴーロ帯」とか「○○五郎岳」

と同じだ。氷から岩場に上がると温かい。ポーター

たちは氷の上での宿泊がいやだから、この地まで

足を伸ばしたのだ。

ちなみにマルホとは赤、カルホとは白という意

味だ。カルホゴロは白い石のキャンプ地と言うこ

とになる。大岩がごろごろしていて、メステント

が張れる広さのものもあった。ポーターたちのキャ
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ンプ地も岩の間に整地ずみだったから、ビニール

の覆いをかけるだけの労力ですむ。

このキャンプ地は、バインダー・ブラックから

延びる稜線が氷河に落ち込むところにあり、ヒス

パーパスをどちらから越えるにしても、見過ごせ

ないキャンプ地だ。氷河の対岸の無名の尖峰群が

天をついてそびえる様は、見飽きることがない。

<ヒスパーパスは雪の原＞

7月27日、キャンプ地から一時間ほど氷上って

行くと、広大な雪の平原が広がった。高度は4600

mある。スノーレークに出たのだ。正面の北方は

ルクペ・ラオ・ブラック(6593m)をはじめとす

る山々が白い外輪山のように連なって、雪原を取

り囲んでいる。

巨大なクレーターに入ったような感じだ。

右手から流れこむ氷河はシムガンである。この

シムガン氷河の南には、オーガー(Ogre=人食

い鬼）との異名をもつバインダー・ブラック（72

85m)が聟えているはずだが、ピークは雲をかぶっ

ていて見えない。

わたしたちは、シムガンとは反対のヒスパーパ

スを目指す。

これまでの堅い氷上と違い、柔らかな雪が20,

30センチ覆っていた。時折、ポーターが小さなヒ

ドンクレパスに足を踏み抜く。大きなのがあった

ら大事になる。ハイポーター三人をアンザイレン

させて進めるが、ポーターたちの列がつまってし

まうので、なかなか距離が稼げない。

無人と思っていた雪原にテント群が見えた。ガ

イドと思われるパキスタン人が煙草を所望にやっ

てきたので聞くと、ニュージーランド隊のベース

キャンプだという。もう二週間以上も滞在して周

辺の山を登っているのだという｡6000m以下なら

トレッキングのパーミットで済むので、登山の煩

雑な手続きは不要だ。学生が主体のパーティーで、

トレーニングには最適な場所だろう。さすが、優

秀なヒマラヤニストを輩出している国のことでは

ある、と感心する。彼らはスキーを多用していた。

クレバスだらけのスノーレークを歩き回るにはス

キーがうってつけだ。ヒスパーパスヘの斜面も天

然のゲレンデだ。わたしも持ってくればよかった



▼白い雪の原を行くポーターたち
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と立ち上がっていた。足元から頭まで岩の鎧をま

とい、雪も積もらせずに聟えるいかつい容貌は、

取り付く島もないといった感じだ。しかし、この

人食い鬼も、1977年にイギリスのD・スコットと

C・クリントンによって征伐されている。しかし、

頂上から下降中にスコットが両くるぶしを骨折、

悪天にもたたられて7日間の後に生還という、痛

手もこうむらねばならなかった。

わたしたちはロープもアイゼンも不要のまま、

二時間ほどで西方標高5500mの「外輪山」の一角

に出、テントを張った。この場所からは、これま

で目にできなかったスノーレークの奥の院「ルク

ペ・ラオ(LukpeLawo)」まで一望できた。

スノーレークは東西五キロ、南北10キロほどの

広さといわれるが、わたしにはもっと広く思われ

た。手持ちの地図では、ビアフォ氷河の出口から

ルクペ・ラオの最奥までの距離は少なくとも15キ

ロはある。また、岬状に張り出した尾根と尾根の

間に、雪原が入江のように広がり複雑な地形をな

している。一概に幅5キロともいえない。確かな

面積はわからないが、もし平原部の雪を青い染料

と悔やむが、後の祭りだ。

彼らはフンザ側からヒスパーパスを越えてやっ

て来た。シュプールがいく筋か残っていた。

ヒスパーパスヘの上りは、たっぷり雪が積もっ

ていてクレバスの不安も消えた。だが、登っても

登ってもなかなか「峠」に到達しない。やがて上

りなのか平らなのか判然としない地形になった。

先行したポーターたちも、どこが分水界か知らず

に進んでしまったのだろう、わたしたちの到着を

待っていた。少し戻るよう指示し、雪を掘り下げ

てテントを設営した。

キャンプ地の南と北側は、フンザ側から伸び上

がってくる長大な稜線「ヒスパーウォール」の障

壁にさえぎられてはいるが、東西に広閣な雪原と

なっていて、峠といわれてもピンとこない。高度

は5100mあった。

<千両役者K2>

翌朝、雪がしまっているうちに、スノーレーク

がのぞける尾根に向かって出発する。

雪原の東方に、「バインダー・ブラック」が黒々

－17－



で染めることができたら、まさにそこは巨大な湖

が現れるのである。クレバスはさざ波だ。

カラコルムの奥地に潜む雪の盆地をスノーレー

クと呼んだのは、1892年にこの地を探検したイギ

リスのサー・コンウェイである。言い得て妙であ

る。

どうしてこのような高地に、雪の湖ができたの

だろうか。スノーレークの出口はビアフォ氷河一

つである。その流れ出る□は中流部よりも狭く、

湖を取り囲む山々は、バインダー・ブラック山群

をのぞけば、雪をたっぷりまとって常に豊かな氷

の供給源となっている。もともと広い盆地に長い

年月で大量の氷と雪が堆積したのだ。氷嶺と雪原

が織り成すスノーレークの広闇にして極地的な景

観は、急峻な峡谷の多いカラコルムでは異質であ

る。ゆっくりと雪原をはう雲の影をのぞけば、こ

こには動くものがない。生物の息づかいもない。

古代から変わらぬ静謡な光景が目の前に存在して

いた。

雲が多い。K2の方向も雲に閉ざされている。

雪庇を踏み抜かないように気をつけながら雪を

踏み固めて湖の展望台を作り、夕方を待った。背

後の西の雲もなかなかとれないまま、日没が近づ

いてきた。

「きょうは無理だな」と、半ばあきらめかけた時

だった。自然は突如いきなり演出を始めたのだ。

｢人食い鬼(Ogre=オーガ)」の異名を持つバイ

ンダー・ブラックが、みるみる赤鬼に変身し始め

たのだ。低い山には、もう光はなくなっていた。

はるかな東方に目をみはる。スポットライトを

浴びて登場したのはK2ではないか。たしかにそ

うだ。ブロードピークも見える。いまや雲のベー

ルをすっかり取り払い、千両役者がオレンジの衣

で舞台に踊り出てきたのだ。

「こんなことはめったにない。夕景のK2が撮れ

る場所は限られているんだ」と、百戦練磨の藤田

さんも興奮を隠しきれず、シャッターを押しつづ

ける。わたしも、眼前に展開する高峰と光のドラ
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▲バインダー・ブラック（右）の左手奥に夕陽に輝くK2の雄姿が望まれる
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マに感心してばかりいられない。ビデオのスイッ

チを切る間もない展開だ。ズームレンズでぐいと

引き寄せると、K2は画面いつぱいに。

フィナーレは10分ほどで終わった。K2も夕闇

に溶け込もうとしていたが、日没後も余韻は長く

つづいた。薄紅の残照がしばらくの間スノーレー

クの湖面を淡く染め上げて、一幕を閉じたのだ。

翌日は朝から快晴となった。スノーレークは東

の「窓」から差し込む数条の光によって目覚めた。

太陽がめぐるにしたがい、山々はまぶしく輝く。

ただひたすら静寂なままスノーレークに時がすぎ

て行った。

二日目の夕方は、前日のような華やかさはなかっ

た。だが、きれいに雲がはらわれた夜は、満天の

星舞台となった。北極星をめぐる北斗七星やカシ

オペア、帯のようにただよう銀河やサソリ座が、

スノーレークの広い空をいつぱいに埋め、時とと

もにめぐっていく。

突如、巨大な火球が天空を切り裂いた。スノー

レークを、そしてカラコルムの山々を、真昼のよ

うに照らし出したのだ。人食い鬼も一瞬目を覚ま

さずにはいられなかったようだ。

明け方まで星の餐宴は耐えることなく続いた。

東天にはスバル、土星、木星がきらめき、やがて

山々と雪の盆地は、またあたらしい日を迎えた。

幾千年、幾万年と変わらないスノーレークの営み

である。

わたしたちは去りがたい思いでテントをたたん

だ。ヒスパーウォールの長い稜線のかなたに、最

初訪れたハラモシュが雲のように浮かんでいた。

（完）

(編注）

この時の取材は4月頃「NHKスペシャル」

〔星明かりの秘境〕と題して放映の予定です。

｢身体の仕組みを知って、安全登山を'1」

菅山 運動 百の運動生理学百科閉 学曲匿困 E丑全E丑全
山本正嘉著(国立鹿屋体育大学助教授）

「登山で疲れる原因は何か」「中高年や女性登山者でも快適

に登るためには？」「適切なトレーニングABC」「あなたにも

できる高所登山」など登山全般を網羅。

初級者からベテランまで幅広い登山者を対象に、登山と

健康､疲労､中高年者･女性の山歩き、トレーニング法を詳述。

クライミング、高所登山も科学的データをもとに解説。

著者は、ヒマラヤをはじめとする高所登山家であると同

時に、スポーツ生理学の専門家。

●A5判・並製●価格：本体2000円十税

東京新聞出版局(中日新聞東京本社）〒108-8010東京都港区港南2-3-13冠03-3740-2674(直)FAXO3-3458-0689
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《パキスタン》

パキスタンの登山隊ビザについて

<MountaineeringVIsa>

先月号でお知らせしたパキスタンのビザ・ルー

ル変更は、一般旅行者や、トレッキング隊、偵察

隊のみのものであり、登山隊については、はっき

りした詳細が内務省からも提示されていなかった

ので、記す事が出来なかった。その後、各省庁に

おいて、確認を取ったので、ここに改めて、登山

隊の査証「MountaineeringVisa」について、説

明をする。

登山隊の査証「MountaneeringVisa」は、従

来通り必要である。登山隊は、在日パキスタン大

使館から郵送された登山許可証を提示し、在日パ

キスタン大使館で必ず、登山ビザを取得する。ビ

ザの種類は、パスポートのビザ・ステッカーの

｢Purposeofvisit}(滞在目的）の覧を確認する

事。その項が「Mountaineering」と、なってい

なければならない。もしも、一般旅行者と同様に

エントリー・スタンプのみで入国した場合は、内

務省で登山ビザが下りない場合があったり、取得

に煩雑な手続きと、時間を要するので、必ず、入

国前に取得する事。ただし、何らかの事情があり、

他国経由で入国の場合は、その経由国で取得する。

(例えば、ネパールでプレ登山を行ってからの入

国は、在ネパールのパキスタン大使館で取得する

事も、可能である。他国で、パキスタンの登山ビ

ザを取得の場合も、必ず、登山許可証を提示する｡）

また、今まで、ブリーフィング前に必ず行って

いた、外国人登録が免除になった。従って、外国

人登録を返却後に取得していた、トラベル・パー

ミットも必要ないと言う事である。しかし、パキ

スタン入国後、何らかの現地事情によって、ルー

ルが変更になる場合もあるので、今までと同じよ

うに、外国人登録の手続きが出来るように証明書

用写真2枚は、用意して入国する事が望ましい。

（情報提供：日・パトラベル）
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高所登山「事故と環境対策研修会」

第8回目を迎えたHAJ主催による恒例の「高

所登山事故と環境対策研修会」が下記のとおり

開催される。日本ヒマラヤ登山界にとって「1」

の年は事故多発の年である。多くの登山者が研修

を受けてヒマラヤ登山を実践してもらいたい。

1961年日本隊初のヒマラヤ登山死亡事故発生

1971年6隊で10名が死亡し、日山協「海外登山

推薦状」制度の制定のキッカケとなる

1981年12隊で34名が死亡した最悪の年

1991年京大隊で11名が死亡し、1隊の最高死亡

記

日時:2001年4月1日(B)9時～17時

場所：豊島区民センター（東池袋1-20-10)

参加費：3000円

内容：雪崩からいかに逃れるか（中川裕）高峰

に潜む様々な危険と遭難事故例（野沢井歩）

人間の体の仕組みと高所障害（斎藤繁）

テイクイン、テイクアウト（山森欣一）

HCミレニアム・ミート開催

新世紀の幕開けを記念してヒマラヤン・クラブ

のミレニアム・ミートが2月3日、4日の2日間

にわたり、インドのムンバイ（|日ボンベイ）で開

かれた。

集会にはヒマラヤン・クラブ(HC)のDr.M.

S.ギル会長をはじめクルト・ディンベルガー

(オーストリア)、ビル・エイトケン（イギリス)、

尾形好雄（日本)、モト・ゴパ（インド)、グンジ・

トリベディ（インド)、現存する“タイガー・シェ

ルパ”のアン・ツェリン（96歳)、ナワン・ゴン

ブ（66歳)、トブゲィ・シェルパ（67歳）など多

数の招待者を迎え盛大な集会だった。

初日はマハラシュトラ州知事の開会のスピーチ

で始まり、C・ディンベルガーのスライド・トー

クショーが行なわれた。その後、ヒマラヤ各地を

幅広く踏渉し、多くの書物を記しているB.エイ

トケンがヒマラヤのアプローチや旅行についてい
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ろんな角度から言及。K・トリベディは迫力ある

パノラマ・スライドでカイラス、マナサロワール、

チョモランマなどの映像を紹介した。

2日目はC.ディンベルガーの“嵐の夏”の映

画で始まった。1986年のK2の悲劇をシリアスに

伝えるこの映画は来場者に深い感動を与え涙を誘っ

た。ティー・ブレイクの後、尾形が自分の“ヒマ

ラヤン・オディッセイ”をスライドで紹介。昼食

後は1996年インド隊のギヤ初登頂のビデオ(40分）
みたび

があり、最後はC・ディンベルガーが三度登場し

てヘルマン・ブールとのブロード・ピーク初登頂

からシャクスガム・オディッセイまでのスライド・

トークショーで締めくくった。

会場のチャバン・オーデトリウムのホールは両

日とも満員で毎度の事ながらインド人がヒマラヤ

に寄せる関心の深さには脱帽させられる。

記念集会の前日（2日）にはHCの通常総会が

開かれ、新しい名誉会員にナワン・ゴンブ、ジョ

ン・ジャクソン、尾形好雄、ドルジュ・ラトーの

5名が推挙された。（次号にて詳報掲載）

蕊繍IIIi:IIIIII#%繍議

チョム・カンリ微笑みの女神の峰

HAJが1999年夏に中国、チベットに派遣した

サマー・キャンプ隊の登山報告書。悪天候に悩ま

されながら3名を頂上に送った。登山報告の他に

現地の買い出しリストやテイクアウト、気象状況

などが報告されている。

B5判58頁2000年12月31日刊

問い合わせ先：〒703-8201岡山市四御神29-10

武部秀夫盆086-279-471O

チベット未踏無名峰へ

坂原忠清率いる日本教員登山隊が1998年夏に中

国、チベットに派遣した登山隊の報告書。ニェン

チェンタンラ山群の六千メートル峰3座に初登頂

した登山の模様が報告されている。この山群には

多数の六千メートル前半の未踏峰がある。前記と

同様に食料品の価格をはじめ多くの報告が掲載さ

れている。また教員隊の過去の登山報告の一部も

掲載されている。

B5判230頁1999年3月17日刊

§鱗 灘議蕊溌’

問い合わせ先：〒404-0051塩山市竹森4773-1

坂原忠渭冠0553-32-4081

中国登山の手引き（第5版）

HAJ発行の第5版。手続きはもとより、地域

別にそれぞれの山の入山記録なども整理されてい

るし、中国の登山家達の紹介も載っている。

B5判261頁2001年2月11日刊

3000円十送料340円HAJ事務局

Kangchenjungal998

日本山岳会青年部がカンチェンジュンガ主峰を

北壁から登頂した記録。登山隊は北壁を行動用酸

素と高所ポーターを使用しないで攻略した。酸素

は最終キャンプ°の睡眠用だけに使用した。結果と

しては登頂した5人の内、2人が下山中に死亡し

た。この事故の原因究明については1章を費やし

て報告と公開で行われた検討会の記録を収録して

いる。その検討会で浮き彫りにされた諸問題はもっ

と議論されてもいいと思う｡(記：山森）

B5判177頁（内カラー10頁）奥付が無い

2000年12月刊

夢はばたけ未踏峰カシタシめざして

信高山岳会が2000年夏に罠需に派遣した登山隊

は、カシタシ(6,691m)の北面から挑戦した。

前年に偵察隊を派遣していたが本番では6,405m

で登頂を断念した。日本からウルムチ宛てに送っ

た荷物が10日も遅れるなども登頂断念の一因となっ

ている。登掌隊長と秘書長の「つぶやき」にもそ

れぞれの本音が語られている。（記：山森）

B5判92頁カラー16頁2001年1月25B

問い合わせ先：〒111-111松本市岡田松岡

214-6大西浩盆0263-46-3926

東京集会のお知らせ

日時3月26日（月）午後7時～

内容20世紀のヒマラヤ登山について

談論風発を〃

場所HAJルーム（地下鉄有楽町線東池袋下

車4番出口から地上に出て右へ徒歩2分）

又は、JR大塚駅下車、都電荒川線の早

稲田方面2つ目の東池袋4丁目下車、前

方で右に折れて地下鉄出口から徒歩2分）

、1
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7,000m峰以上の複数登頂の変遷

ヒマラヤ351号では「トータル獲得標高の変遷」を紹介した。今回紹介するのは「7000m峰以上の高|峰

に複数回登頂」した人達の変遷である。

ご承知のとおり7,000m以上の高峰に登頂した初めての日本人は1956年マナスルの今西寿雄であった。

では複数登頂の初めては？。それは60年アピ、63年サイパルに初登頂した平林克敏であり、平林は70年サ

ガルマータに登頂し3回登頂のトップでもあった。その複数登頂者が70年代には、わずか20人であること

を考えると、日本のヒマラヤ登山の大衆化が80年代以降に一気に加速化したことを知ることができる。

因みに世界で7,000m以上の頂に第一歩を印す栄誉は、イタリアのガイド、アレクシス・ブロシュレル

の頭上に輝いた。ロングスタッフに同行してトリスル(7,120m)に初登頂した1907年6月12日のことであっ

た。

・2峰登頂者のトップ20

(記：山森欣一）

×印は死亡 7×山田

8尾崎

9坂下

10×高見

昇
隆
枝
成
直
和

1981,10,1(）

1981,10,12

1982,8,14

1982,8,15

ランタン

マナスル

チョゴリ

チョゴリ

リ

|N｡氏名 登頂年月日

1963,10,21

1967,7,24

1967,7,24

1970,5,11

1975,5,9

1975,5,16

1976,5,11

1976,6,15

1976,6,15

1976,6,15

1977,8,8

1977,8，9

1978,5,8

1978,10,17

1978,10,19

1978,10,24

1979,7,30

1979,7,30

1979,10,10

1979,10,13

山名

敏
敏
貞
己
郎
子
之
男
成
典
夫
英
二
行
勉
志
明
一
人
三

克
之
博
直
士
淳
信
保
和
良
恒
正
肚
照
城
利
純
成
幸

井
川
寺
太

林
藤
村
津
部
川
藤
見
谷
廣
野
野
野
崎
田
林
橋
椋
松

平
佐
原
植
河
田
小
加
高
長
重
小
重
河
宮
和
小
高
小
小

×
×
×
×
×
×
×

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

サイパル

サラグラールS

サラグラールS

サガルマータ

ダウラギリⅣ

サガルマータ

クンバカルナ

ナンダ･デヴィW

ナンダ・デヴィW

ﾅﾝグ・デヴィW

K2

K2

ダウラギリI

アンナプルナS

ダウラギリI

ランタン・リルン

シァ・カンリ

シァ・カンリ

ダウラギリⅡ

ダウラギリⅡ

4峰登頂者の推移ベスト10 ×印は死亡

No.氏名｜登頂年月日’山名

夫
男
昭
昇
一
隆
真
志
子
之

恒
保
雅
晴
城
淳
和
井

廣
藤
田
田
村
崎
田
部
橋

重
加
富
山
川
尾
原
和
田
高

×
×

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

1980,5,10

1981,10,14

1982,10,12

1982,10,18

1983,10,8

1983,10，9

1985,7,21

1985,7,23

1985,7,28

1985,7,28

チョモランマ

マナスル

シシャパンマC

ダウラギリI

サガルマータ

ローツェ

コルジェネフスカ

マッシャーブルム

コルジェネフスカ

イスモイル・ソモニ

5峰登頂者の推移ベスト10 ×印は死亡

NO氏一名｜登頂年月日｜山名

藤
田
崎
廣
橋
田
藤
藤
形

加
山
尾
菫
原
高
和
近
遠
尾

×
×
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

保男

昇

隆

恒夫

真

和之

城志

和美

晴行

好雄

1982,12,27

1983,10,9

1983,12,16

1984,5,18

1985,7,29

1985,8，5

1985,8,12

1986,8,15

1988,7,12

1988,7.28

サガルマータ

ローツェ

サガルマータ

カンチェンジュンガC

イスモイル・ソモニ

レーニン

ブロード・ピークM

レーニン

ナンガ･パルパット

リモI

3峰登頂者のトップ10 ×印は死亡

197()，

1979,

1979,

1980,

1981,

1981,

5,12

7,19

7,30

5,3

4,30

8,14

サガルマータ

ラトックI

パルトロ・カンリ

チョモランマ

シシャパンマM

ﾑｽﾀｰダ･ｱﾀﾞN
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No.氏名 登頂年月日 山名

1平林克敏

2重廣恒夫

3×小林利明

4×加藤保男

5田部井淳子

6高橋純一



・6峰登頂者のトップ10 ×印は死亡 岩崎洋

山本篇

田部井淳子

名塚秀二

ムスターグ･アダM

リャンカンカンリ

ポベーダ

フロード・ピークM

9,29

5,10

8,11

7,29

７
７
７
勺

７
９
９
０

９
９
９
０

９
９
９
０

１
１
１
２

７
８
９
０１

Nq氏名 登頂年月日 山名

サガルマータ

カンチェンジュンガM

マッシャーブルム

レーニン

レーニン

チョー・オユー

チョモランマ

レーニン

ガッシャーフルムI

ディラン

×山田昇

尾崎隆

重廣恒夫

原真

田部井淳子

高橋和之

山本宗彦

近藤和美

遠藤晴行

高橋堅

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

1983,12,16

1984,5,19

1985,7,23

1985,8,6

1985,8,15

1987,9,21

1988,5,5

1988,8,14

1989,7,12

1989,7,12

×印は死亡・10峰登頂者

山名No.氏名 登頂年月日

田
藤
辺
形
西
崎

山
近
田
尾
小
岩

×１
２
３
４
５
６

昇
美
治
雄
文
洋

和
好
浩

1985,12,14

1992,9,20

1995,5,21

1997,7,8

1997,7,16

1998,10,7

マナスル

チョー・オユー

マカルー

ガッシャーブルムⅡ

ガッシャーブルムI

サイパル

7峰登頂者のトップ10 ×印は死亡

No.氏名 登頂年月日 山名
×印は死亡・11峰登頂者

1×山田昇

2重廣恒夫

3近藤和美

4遠藤晴行

5小西浩文

6尾形好雄

7田辺治

8田部井淳子

9山野井妙子

10山本宗彦

1984,9,13

1985,8,12

1989,8,6

1990,7,26

1993,7,31

1993,10,8

1993,10,11

1994,8,12

1994,9,25

1995,5,22

マモストン・カンリ

ブロード・ピークM

ハン・デングリ

ガッｼｬｰプﾙﾑⅡ

がｯｼｬｰプﾙﾑⅡ

チョー・オユー

チョー・オユー

ハン・テングリ

チョー・オユー

マカルー

12峰登頂者 ×印は死亡

8峰登頂者のトップ10 印は死亡

Nq氏名 登頂年月日 山名

K2

ハン・テングリ

ナイプン

サガルマータ

サガルマータ

チョー・オユー

チョー・オユー

ガッシャーブルムI

ガッシャーブルムⅡ

ブロード・ピークM

×山田昇

近藤和美

重廣恒夫

田辺治

尾形好雄

小西浩文

田部井淳子

品川幸彦

江塚進介

岩崎洋

1985,7,24

1991,8,2

1991,11,25

1993,12,20

1993,12,22

1995,5,9

1996，9,20

1997,7,7

1997,7,14

1997,7,16

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

×印は死亡13峰登頂者

×印は死亡14峰登頂者

9峰登頂者のトップ°10 ×印は死亡

No氏名 登頂年月日 山名

1×山田

2近藤

3田辺

4尾形

5小西

6品川

昇

和美

治

好雄

浩文

幸彦

1985,10,30

1991,8,14

1994,10，7

1995,9,13

1997,5,31

1997,7,14

サガルマータ

ポベーダ

ギャジ･カン

サトパント

ダウラギリI

ガッシャーブルムⅡ

・15峰～18峰登頂者

近藤和美 1997.

1998,

1999,

2000,

０
２
９
０

Ｊ
２
２
β

５
５
７
７

リスム

チョモランマ

ナンガ･パルバット

ブロード・ピークM

－9q－
空U

No.氏名

1×山田昇

2近藤和美

3田辺治

4尾形好雄

5岩崎洋

登頂年月日

1987,12,20

1994,5,18

1996,10,14

1997,7,20

1999,8,17

山名

アンナプルナ

シシャパンマC

ラトナ・チュリ

ブロード・ピークM

スパンティーク

0．氏名

1×山田昇

2近藤和美

3田辺治

4岩崎洋

登頂年月日

1988,5,5

1995,8,16

1997,7,19

1999,10,25

山名

チョモランマ

ヌン

K2

ナムナニ

NQ氏名

1×山田昇

2近藤和美

3岩崎洋

登頂年月日

1988,10,24

1995,10,6

2000,8,15

山名

シシャパンマM

ダウラギリI

スパンティーク

No.氏名

1×山田昇

2近藤和美

登頂年月日

1988,11,6

1996,8,14

|｣」名

チョー・オユー

コノレ ジェネ フスカ



■寸 感 「’

山頂はどこか、登頂とはどこを登ることか、名

山とはなにか、「登山｣、「山岳」の世界ではいま

だに「あいまい」なことが多い。（山森）

沢井）

16日（金）同上日山協主催（於、東池袋、山森）

17日（土）～18日（日）第39回「海外登山技術

研究会（於、八王子、山森）

20B(火）スロヴェニア、シュトレムフエリ夫

妻サヨナラ（於、南池袋、山森）

21日（水）国連山岳年協議（於、神田、山森）

22日（木）国連山岳年協議（於､国連大学､山森）

26日（月）東京集会（15名）

厚展局白馬(2月）事 日

3日（士）

4日（日）

7日（水）

9日（金）

12日（月）

14日（水）

15日（木）

蕊露奄鍛識ゑ零毎'蝉電
¥品等鋸窯“…響￥蛎一

ヤンラ・カンリ隊、ニンチン・カン

サ隊合宿（於、HAJルーム）

第9回「中国登山研究会」於、豊島

区民センター（36名）

山岳4団体「山岳保険・共済懇談会」

報告書を関係者へ発送

ヒマラヤ352号発送

中国晋"協会へ2隊派遣連絡と連絡

官依頼別送品照会FAX

1997年クーラ・カンリⅡ登山隊報告

書を中坪印刷へ

スロヴェニア、シュトレムフエリ夫

妻歓迎会(HAJ主催、於、高田馬

場、酒井、山森、八木原、中川、野

ヒマラヤNo.353(4月号）

平成13年3月10日印刷13年4月1日発行

発行人山森欣一

編集人山森欣一

発行所日本ヒマラヤ協会

〒170-0013東京都豊島区東池袋4－2－7

萬栄ビル501号

電話03-3988-8474

郵便振替00100-6-48954「日本ヒマラヤ協会」

ガモフバッグとパルスｵｷｼﾒー ﾀー のﾚﾝﾀﾙ開始！

加圧しただけで約2000m下山したのと同じ環境を作るガモフバッグ、

高山病診断、予防のためのパルスオキシメーター。高所を目指すあなたを

そろって力強くサポートします。

●ガモフバッグ(携帯用高圧バッグ／総重量6.7kg)

●パルス･オキシメーター

（血中酸素飽和度測定装置／重量3809/単3乾電池4本使用／携帯型）

総代理店：日本メディコ株式会社・
レンタル・販売問い合わせ先：株式会社ティ・エッチ・アイ

〒135東京都江東区木場2-5-7KHビル7階
TEL：O3-5245-O511FAX：03-5245-0510

（隊荷の輸送、航空券の手配などもお任せください｡）

－24－



函S"T0W

蟻

詞つ価罰'ら，
－遠征隊、トレッキングミ秘境への旅一

あらゆるIII請・許可取得､現地手配､航空券､山岳保険など

お客様のご要望に遠征経験豊富なスタッフがお答えしま魂

BO3-3574-BSSO"W〃 〒'05東京都港区新橋3-26-3会計ビル4F 三井航空サービス代理店2452号
……,…

遥かなか ヨ囮ヨ囮

パキスタン・中国・

東南アジア。アフリカ・中南米～
鍛謹

■本社〒101-0051東京都千代田区神田神保町2－3－1
岩波書店アネックス5階

a03(3237)1391(if)FAXO3(3237)1396
■大阪営業所〒530-0026大阪市北区神山町6－4北川ビル5階

aO6(6367)13911f)FAXO6(6367)1966
■カトマンズ連絡事務所(JAIHIMALTREKKING/SAIYUTRAVEL)

P.O.BOX3017,DurbarMarg,KATHMANDU,NEPAL
冠221707,224248

トレッ≠ング・海外登u/・シルクロート、・
秘境旅行のパイオニア

綴彗讓あ遊滋縁
運輸大臣登録旅行業第607号・日本旅行業協会正会員

◆パンフレット請求や個人旅行のお申し込みは

フリーダイヤルをご利用下さい
（通話料無料）

●格安航空券はこちらに！

鱒キャラバン
函0120－811395キャラバンデスク東京(住所:本社内)sO3(3237)8384It)FAxo3(3237)0638

キャラバンデスク大阪(住所大阪営業所内)aO6(6362)60601t)FAxo6(6367)1966 西遊旅行ホームページ(http://www.saiyu.co.jp/)
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●登山本店／〒l69東京都新宿区百人町2-2-3識03(3208)6601㈹

●スキー&カヌー本店／〒169東京都新宿区大久保2-18-10壷03(3209)5547碇
●新宿西口店／〒I60東京都新宿区西新宿1-16-7盃03(3346)0301㈹
●新宿南口店／〒151東京都渋谷区代々 木1-58-4壷03(5350)0561
●神田登山店／〒lOl東京都千代田区神田神保町1－8丑03(3295)0622
●神田店／〒101東京都千代田区神田神保町1-4壷03(3295)3215

●神田ウエアー館／〒lOl東京都千代田区神田神保町1-6-1冠03(3295)6060
●八王子店／〒l92東京都八王子市横山町3-12芯0426(46)5211

●アネツクス八王子店／〒l92東京都八王子市横山町3-6壷0426(46)3922
●川越店／〒35O埼玉県川越市南通町14番4壷0492(26)6751
●大宮店／〒33O埼玉県大宮市宮町2-123壷048(641)5707
●高崎店／〒370群馬県高崎市新町5-3壷0273(27)2397
●松本店／〒39O長野県松本市中央2-4-3壷0263(36)3039

●新潟店／〒950新潟県新潟市東大通2-5-1恋025(243)6330

●新潟プラーカ店／〒95O新潟県新潟市天神1-1プラーカ3Bl恋025(240)2316
●仙台店／〒980宮城県仙台市宮城野区榴岡4-1-8壷022(297)2442
●盛岡大通店／〒02O岩手県盛岡市大通'-10-16窓0196(26)2122
●札幌店／〒060札幌市中央区南二条西4-8s011(222)3535
●ルート36頁栄店／〒004札幌市豊平区真栄一条2-13-2念011(883)4477
●北十二条店／〒001札幌市北区北十二条西3-5丑011(747)3062
●2番街店／〒060札幌市中央区南二条西1-5窓011(219)1413
●旭川店／〒07O旭川市六条通8-37-2冠0166(24)5300
●外商部(メイルオーター)／〒l69東京都新宿区百人町2-2-3s03(3200)7219

鍔
事務所／〒169東京都新宿区百人町’－4－’5か03-3200-'004
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